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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　特に非侵襲性手術向けの保護手段において、
　遠位端（１０ａ）から近位端（１０ｂ）まで延在するシース（１０）、
　を備え、
　前記シースが、少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）を備え、前記少なくとも
１つの膨張可能なチャネル（１２）が、開口部（１５）を有し、前記開口部を通して注入
された流体を受容するのに適していることにより、前記開口部を通して前記膨張可能なチ
ャネルに注入された前記流体が、前記シースの少なくとも一部を膨張させ、
　前記膨張可能なチャネル（１２）が、複数の長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）
、及び、前記長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）に対して十字継手によって接続さ
れる複数の環状の膨張可能なセグメント（１６）を備え、前記複数の環状の膨張可能なセ
グメント（１６）は、長さ方向において、互いに間隔をおいて配置されており、
　更に、外側スリーブ（２０）および内側スリーブ（２２）を備え、前記外側スリーブ（
２０）と前記内側スリーブ（２２）との間に隙間（２４）が形成され、
　前記複数の長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）および前記複数の環状の膨張可能
なセグメント（１６）が、前記外側スリーブ（２０）および前記内側スリーブ（２２）の
間の前記隙間（２４）内において、前記シース（１０）の枠組みの形であり、
　収縮状態の前記シース（１０）を体の望ましい位置まで挿入して保持するのに適した配
置機器（２６）をさらに備え、
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　前記配置機器（２６）が、細長い本体部を備え、前記収縮状態の前記シース（１０）が
、前記細長い本体部上に位置し、嵌合するのに適しており、
　前記細長い本体部が、膨張状態の前記シース（１０）よりも横方向に小さいことにより
、前記細長い本体部が、前記膨張状態の前記シース内を移動し、
　前記シース（１０）が前記収縮状態から前記膨張状態に変化した際に、前記複数の環状
の膨張可能なセグメント（１６）の内周面における横方向の直径、前記外側スリーブ（２
０）の横方向の直径、及び、前記内側スリーブ（２２）の横方向の直径が拡大することに
より、前記シース（１０）および前記内側スリーブ（２２）が、前記配置機器（２６）か
ら離間する、保護手段。
【請求項２】
　請求項１に記載の保護手段において、
　前記複数の環状の膨張可能なセグメント（１６）のうち１つが、前記シース（１０）の
前記遠位端（１０ａ）に位置する、保護手段。
【請求項３】
　請求項１に記載の保護手段において、
　前記外側スリーブ（２０）が、透明な材料から製造される、保護手段。
【請求項４】
　請求項１に記載の保護手段において、
　前記内側スリーブ（２２）が、透明な材料から製造される、保護手段。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の保護手段において、
　前記開口部（１５）を通して前記膨張可能なチャネルと接続するのに適した注入手段、
　をさらに備える、保護手段。
【請求項６】
　請求項５に記載の保護手段において、
　前記注入手段が、食塩水または他の生体適合性の流体を注入する手段を備える、保護手
段。
【請求項７】
　請求項１に記載の保護手段において、
　前記細長い本体部が、内視鏡である、保護手段。
【発明の詳細な説明】
【開示の内容】
【０００１】
〔発明の技術分野〕
　本発明の主題は、非侵襲性手術中に、例えば腔内または腹腔鏡手術における使用に適し
た保護手段である。さらに本発明は、非侵襲性手術中、例えば腔内または腹腔鏡手術にお
いて組織を保護する方法に関する。ある具体例によれば、本発明の方法は、腔内手術中に
おいて、体の中空器官を保護するために使用することができる。
【０００２】
〔発明の背景技術〕
　慣用的な術式から見て、腔内手術の利点が周知である。より侵襲性の低いアプローチが
可能なため、より低リスクで、回復がより迅速かつ安全である。
【０００３】
　だが、このような利点を持つ術式の改良が進む一方で、常に新たなニーズが発生する。
特に、異なる病理の治療を可能とする常に新しい治療機器の開発が進むと、新たな欠点が
強調される。
【０００４】
　実際、腔内手術を行う場合は必ず、中空器官を穿孔するリスクが、常に可能性として存
在する。穿孔は、天然の開口部を通しての機器導入中、機器の誘導、および治療工程その
ものの間に発生する可能性がある。穿孔が発生すると、患者は、この問題を除去（obviat
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e）するために直ちに手術室に送られる。
【０００５】
　現在、内視鏡のような治療器具を導入する間に、中空器官を保護するための機器は市販
されていない。 
【０００６】
　米国特許第６，９７４，４４１号は、関連する中空臓器セグメントを配置、分離、およ
び／または特定する膨張可能な腔内成形機器を開示し、この機器は、スリーブが複数の独
立したバルーン部分を備える。各バルーン部分は、個別の送気管によって膨張する。この
構造は、１つまたは複数のバルーン部分を選択的に膨張させる中空臓器セグメントを分離
する性能に優れる。だがこの機器は、臓器の組織を保護し、シースへの器具導入によって
加えられた力を吸収するのに適した可撓性構造を形成することを、明確な目的として構成
されたものではない。
【０００７】
　本発明の基礎となる課題は、非侵襲性手術中、例えば腔内または腹腔鏡手術における使
用に適した保護手段であって、上述の要求を満たすと同時に、先行技術に関して説明した
欠点を克服するような構造上および機能上の特徴を有する保護手段を提案するという課題
である。
【０００８】
〔発明の概要〕
　この課題は、請求項１に記載の保護手段によって解決される。特にこの課題は、遠位端
から近位端まで延在するシースを備える保護手段によって解決され、この保護手段におい
て、シースは少なくとも１つの膨張可能なチャネルを備え、少なくとも１つの膨張可能な
チャネルは、開口部を有し、開口部を通して注入された流体（液体または気体）を受容す
るのに適していることにより、開口部を通して膨張可能なチャネルに注入された流体が、
シースの少なくとも一部を膨張させる。膨張可能なチャネルは、シースの長さに沿って設
けられた少なくとも２つの環状の膨張可能なセグメントと、２つの環状の膨張可能なセグ
メントを接続する少なくとも１つの長さ方向の膨張可能なセグメントと、を備える。これ
らの有利な特徴によって、横方向の寸法を最小化するために収縮状態の保護手段を導入し
、次に体組織を保護するために少なくとも１つの膨張可能なチャネルに流体を注入して保
護手段を膨張させることができる。
【０００９】
　さらに本発明の課題は、請求項１７に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法によ
って解決される。特にこの課題は：遠位端から近位端まで延在するシースを提供するステ
ップであって、シースが少なくとも１つの膨張可能なチャネルを備え、少なくとも１つの
膨張可能なチャネルが開口部を有し、開口部を通して注入された流体を受容するのに適し
、膨張可能なチャネルがシースの長さに沿って設けられた少なくとも２つの環状の膨張可
能なセグメント、および２つの環状の膨張可能なセグメントを接続する少なくとも１つの
長さ方向の膨張可能なセグメントを備える、ステップと、収縮状態のシースを体内の望ま
しい位置まで導入するステップと、流体を膨張可能なチャネルに注入してシースを膨張さ
せるステップと、膨張したシースを通して少なくとも器具を導入するステップとを備える
方法によって解決される。
【００１０】
　保護手段および本発明の方法のさらなる特徴および利点は、本発明の好適な実施形態に
ついて非限定的な例示形式で提供された後述の説明を、添付図面と併せて参照することに
よって明らかとなるであろう。
【００１１】
〔発明の詳細な説明〕
　図面を参照すると、非侵襲性手術中、例えば腔内または腹腔鏡手術における使用に適し
た保護手段が示される。図３および図４を参照すると、体の中空器官１内における腔内手
術が示される。
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【００１２】
　保護手段は、遠位端１０ａから近位端１０ｂへと延在するシース１０を備える（図５）
。有利には、シースが少なくとも１つの膨張可能なチャネル１２を備え、少なくとも１つ
の膨張可能なチャネル１２は開口部１５を有し、開口部を通して注入された流体（液体ま
たは気体）を受容するのに適することにより、開口部を通して膨張可能なチャネルに注入
された流体が、シースの少なくとも一部を膨張させる。
【００１３】
　より詳細には、膨張可能なチャネルは、少なくとも１つの長さ方向の膨張可能なセグメ
ント１４および／または少なくとも１つの環状の膨張可能なセグメント１６を備えること
ができる。この後者の場合、少なくとも１つの環状の膨張可能なセグメントは、シースの
遠位端に位置する。例えば、膨張可能なチャネル１２は、少なくとも１つの長さ方向の膨
張可能なセグメント１４および少なくとも１つの環状の膨張可能なセグメント１６を備え
ることができ、少なくとも１つの長さ方向の膨張可能なセグメント１６は、少なくとも１
つの長さ方向の膨張可能なセグメントと、例えば十字継手１８などの手段によって接続す
る。少なくとも１つの環状の膨張可能なセグメントの場合、この環状の膨張可能なセグメ
ントはシースの遠位端に位置する。好ましくは、膨張可能なチャネル１２は、シース１０
の長さに沿った少なくとも２つの環状の膨張可能なセグメント１６、および２つの環状の
膨張可能なセグメント１６を接続する少なくとも１つの長さ方向の膨張可能なセグメント
１４を備える。
【００１４】
　より好ましくは、図示されたように、膨張可能なチャネル１２が、複数の長さ方向の膨
張可能なセグメント１４、および長さ方向の膨張可能なセグメントに接続する複数の環状
の膨張可能なセグメント１６を備える。複数の長さ方向の膨張可能なセグメント１４およ
び複数の環状の膨張可能なセグメント１６は、好ましくは枠組みの形状に配置され、各環
状の膨張可能なセグメント１６が、１つまたは複数の長さ方向の膨張可能なセグメント１
４と交差する。
【００１５】
　換言すると、複数の長さ方向の膨張可能なセグメント１４および複数の環状の膨張可能
なセグメント１６は、シースの枠組みまたはネットである。
【００１６】
　特に、複数の環状の膨張可能なセグメントの内、１つの環状の膨張可能なセグメントは
、シースの遠位端１０ａに位置する。
【００１７】
　図１および図２は、シース１０のこの後者の実施形態の詳細な構造、特に長さ方向およ
び環状の膨張可能なセグメント１４，１６が、中空器官１における腔内手術の場合に、中
空器官を拡張状態に保ち、シース自体の捩れを防ぐ、詳細な構造を示す。
【００１８】
　有利には、シースの膨張可能なセグメント１４，１６が、シース内に導入された器具に
よって加えられた力を吸収するのに適した可撓性構造を形成する。
【００１９】
　本発明が取り得る実施形態によれば、保護手段は、少なくとも１つの膨張可能なチャネ
ル１２を備える外側スリーブ２０を、さらに備えることができる。この場合、外側スリー
ブは、好ましくは透明な材料で製造される。
【００２０】
　本発明が取り得る実施形態によれば、保護手段は、少なくとも１つの膨張可能なチャネ
ル１２を備える内側スリーブ２２を、さらに備えることができる。この場合、内側スリー
ブは、好ましくは透明な材料で製造される。
【００２１】
　好適な実施形態において、添付図面が示すように、保護手段は、隙間２４を形成し、ま
た、複数の長さ方向の膨張可能なセグメント１４および長さ方向の膨張可能なセグメント
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と接続する複数の環状の膨張可能なセグメント１６を備える、外側スリーブ２０および内
側スリーブ２２を、さらに備える。
【００２２】
　本発明が取り得る実施形態によれば、保護手段は、開口部を通して膨張可能なチャネル
に接続するのに適した注入手段を、さらに備える。特に注入手段は、食塩水または他の生
体適合性流体（気体または液体）を注入する手段を備える。図５は、近位端１０ｂの細部
を拡大して示し、チューブ２５が少なくとも１つの膨張可能なチャネルに接続している。
チューブ２５は、開口部１５で終結する。注入手段、例えば注射器が、開口部１５を通し
てチューブ２５に接続することにより、流体を膨張可能なチャネルに注入する。
【００２３】
　本発明が取り得る実施形態によれば、保護手段は、収縮状態のシースを体の望ましい位
置まで挿入して保持するのに適した配置機器２６を、さらに備える。特に配置機器は、細
長い本体部を備え、シースは収縮状態（図３）において、細長い本体部上に位置し、嵌合
するのに適している。この場合、細長い本体部は、横方向（半径方向）に膨張状態のシー
スよりも小さいことにより、細長い本体部が膨張状態のシース内を延在する。
【００２４】
　より詳細には、図３および図４が示すように、配置機器は内視鏡を備え、収縮状態のシ
ースは、内視鏡上に位置し、嵌合するのに適している。この場合、内視鏡が膨張状態のシ
ースよりも横方向（半径方向）に小さいことにより、内視鏡は膨張状態のシース内を延在
する。
【００２５】
　ゆえに、望ましい位置に位置すると、膨張したシースは細長い本体部（内視鏡）から分
離し、所定の位置、特に腔内手術の場合は中空器官１に配置される。
【００２６】
　本発明は、非侵襲性手術、例えば腔内または腹腔鏡手術中に、組織を保護する方法にも
関する。この方法は：遠位端１０ａから近位端１０ｂまで延在するシース１０を提供する
ステップであって、シースが少なくとも１つの膨張可能なチャネル１２を備え、少なくと
も１つの膨張可能なチャネル１２が開口部１５を有し、開口部を通して注入された流体（
液体または気体）を受容するのに適している、ステップと、収縮状態のシース１０を体の
望ましい位置まで導入するステップと、流体を膨張可能なチャネル１２に注入してシース
を膨張させるステップと、膨張したシースを通して少なくとも器具を導入するステップと
、を備える。
【００２７】
　より詳細には、シースを体の望ましい位置まで導入する前は、シースは細長い本体部２
４上に位置する。この場合、細長い本体部２４は、膨張状態のシースの内部横方向の寸法
よりも横方向に小さいため、膨張状態のシース１０内を延在する。
【００２８】
　好適な実施形態によれば、体の中空器官１における腔内手術中、シース１０を体の中空
器官の望ましい位置まで導入する前は、シース１０は内視鏡上に位置する。この場合、内
視鏡は、膨張状態のシースの内部横方向の寸法よりも横方向に小さいため、膨張状態のシ
ース内を延在する。
【００２９】
　本発明が取り得る実施形態によれば、シースを、食塩水または他の生体適合性の流体に
よって膨張させる。
【００３０】
　体の中空器官内での腔内手術の場合、シース１０は、肛門経由で、または経口的に体の
中空器官の望ましい位置まで導入される。
【００３１】
　最後に、シース１０を、体から除去する前に収縮させる。
【００３２】
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　要約すると、腔内手術においてシース１０を配置する好ましい方法は、内視鏡を通して
使用され、そのステップは：収縮状態のシースを内視鏡上に配置するステップ、内視鏡お
よびシースを肛門経由で、または経口的に望ましい部位まで導入するステップ、好ましく
は食塩水によってシースを膨張させるステップ、内視鏡器具を導入して治療を行うステッ
プ、ならびに、シースを収縮させて除去するステップであり得る。
【００３３】
　本発明の方法は、特に結腸経路で行われるのに適している。好適な解決手段として、図
３および図４は、結腸鏡によって結腸経路を搬送されるシースを示す。
【００３４】
　本発明によって、腔内手術中に組織を保護することができる。特に本発明によって、腔
内手術の場合、例えば腔内ステープラを導入して結腸経路の疑わしい病変を治療する場合
に、体の中空器官の内壁を保護することができる。保護措置を確実に講じてから、治療用
の内視鏡器具（すなわちステープラ、吻合リング、縫合機器）を導入する。
【００３５】
　より詳細には、可撓性シースの実施形態により、器具（特に内視鏡器具）によって生じ
た力を吸収することができる。この力は、別の状況では中空器官に印加されるものである
。
【００３６】
　さらに保護措置は、膨張可能な保護シース等の単純な構造を体内（特に体の中空器官内
）に配置するという手段によって、講じることができる。
【００３７】
　膨張可能なシースの有利な選択により、収縮状態のシースを体の望ましい位置まで挿入
し、次に例えば食塩水を用いる等の単純かつ迅速な方法で、シースを望ましい形状に膨張
させることができる。このようにして、内視鏡およびシース挿入中の直径増加を、最小化
することが可能である。
【００３８】
　さらに、特に腔内手術の場合、体の中空器官の保護に加え、膜が内腔直径を拡大するこ
とにより、内視鏡器具を通過させるための空間をより大きく形成する。これは特に、結腸
の場合に重要である；Ｓ字結腸が曲がる部分では、脾臓および肝臓の湾曲によって曲げ半
径がきつくなり、腔内機器の通過が困難になる場合がある。特にこの場合、シースが内径
約５ｃｍまで拡張して、結腸壁に密着することが好ましい。このように、シースが、望ま
しい部位へ到達しなければならない内視鏡器具の保護クッションとして機能することがで
きる。
【００３９】
　構造体は、好ましくは透明な材料で製造した内側および外側スリーブで仕上げることに
より、部位、特に中空器官の壁を、必要に応じて内視鏡を用いて可視化することができる
。
【００４０】
　当然のことながら、先に説明および図示した実施形態に、変更および／または付加を加
えることが可能である。
【００４１】
　不確定な要求および具体的な要求を満たすために、当業者は、上述した保護手段の好適
な実施形態に、多くの修正、改変、および他の機能的に等価な構成要素との、構成要素の
置換を加えることができるが、以下の特許請求の範囲に記載された範囲から逸脱するもの
ではない。
〔実施態様〕
（１）特に非侵襲性手術向けの保護手段において、
　遠位端（１０ａ）から近位端（１０ｂ）まで延在するシース（１０）、
　を備え、
　前記シースが、少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）を備え、前記少なくとも
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１つの膨張可能なチャネル（１２）が、開口部（１５）を有し、前記開口部を通して注入
された流体を受容するのに適していることにより、前記開口部を通して前記膨張可能なチ
ャネルに注入された前記流体が、前記シースの少なくとも一部を膨張させ、
　前記膨張可能なチャネルが、前記シース（１０）の長さに沿った少なくとも２つの環状
の膨張可能なセグメント（１６）、および、前記２つの環状の膨張可能なセグメント（１
６）を接続する少なくとも１つの長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）を備える、保
護手段。
（２）実施態様１に記載の保護手段において、
　前記少なくとも２つの環状の膨張可能なセグメント（１６）のうち１つが、前記シース
（１０）の前記遠位端（１０ａ）に位置する、保護手段。
（３）実施態様１または２に記載の保護手段において、
　前記膨張可能なチャネル（１２）が、複数の長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）
、および前記長さ方向の膨張可能なセグメントに接続する複数の環状の膨張可能なセグメ
ント（１６）を備え、前記複数の長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）および前記複
数の環状の膨張可能なセグメント（１６）が、前記シース（１０）の枠組みまたはネット
の形である、保護手段。
（４）実施態様３に記載の保護手段において、
　前記複数の環状の膨張可能なセグメント（１６）の中の１つの環状の膨張可能なセグメ
ントが、前記シース（１０）の前記遠位端（１０ａ）に位置する、保護手段。
（５）実施態様１～４のいずれか１つに記載の保護手段において、
　前記少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）を備える外側スリーブ（２０）、
　をさらに備える、保護手段。
（６）実施態様５に記載の保護手段において、
　前記外側スリーブ（２０）が、透明な材料から製造される、保護手段。
（７）実施態様１～６のいずれか１つに記載の保護手段において、
　前記少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）を備える内側スリーブ（２２）、
　をさらに備える、保護手段。
（８）実施態様７に記載の保護手段において、
　前記内側スリーブ（２２）が、透明な材料から製造される、保護手段。 
（９）実施態様１～８のいずれか１つに記載の保護手段において、
　隙間（２４）を形成し、前記少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）を備える外
側スリーブ（２０）および内側スリーブ（２２）、
　をさらに備える、保護手段。
（１０）実施態様９に記載の保護手段において、
　前記膨張可能なチャネル（１２）が、複数の長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）
、および前記長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）に接続する複数の環状の膨張可能
なセグメント（１６）を備え、前記複数の長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）およ
び前記複数の環状の膨張可能なセグメント（１６）が、前記外側および内側スリーブ（２
０，２２）の間の前記隙間（２４）内において、前記シース（１０）の枠組みまたはネッ
トの形である、保護手段。
（１１）実施態様１～１０のいずれか１つに記載の保護手段において、
　前記開口部（１５）を通して前記膨張可能なチャネルと接続するのに適した注入手段、
　をさらに備える、保護手段。
（１２）実施態様１１に記載の保護手段において、
　前記注入手段が、食塩水または他の生体適合性の流体を注入する手段を備える、保護手
段。
（１３）実施態様１～１２のいずれか１つに記載の保護手段において、
　収縮状態の前記シース（１０）を体の望ましい位置まで挿入して保持するのに適した配
置機器（２６）、
　をさらに備える、保護手段。
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（１４）実施態様１３に記載の保護手段において、
　前記配置機器（２６）が、細長い本体部を備え、前記収縮状態の前記シース（１０）が
、前記細長い本体部上に位置し、嵌合するのに適した、保護手段。
（１５）実施態様１４に記載の保護手段において、
　前記細長い本体部が、膨張状態の前記シース（１０）よりも横方向に小さいことにより
、前記細長い本体部が、前記膨張状態の前記シース内を延在する、保護手段。
（１６）実施態様１４または１５に記載の保護手段において、
　前記細長い本体部が、内視鏡である、保護手段。
（１７）非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　遠位端（１０ａ）から近位端（１０ｂ）まで延在するシース（１０）を提供するステッ
プであって、前記シース（１０）が、少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）を備
え、前記少なくとも１つの膨張可能なチャネル（１２）が、開口部（１５）を有し、前記
開口部を通して注入された流体を受容するのに適しており、前記膨張可能なチャネルが、
前記シース（１０）の長さに沿った少なくとも２つの環状の膨張可能なセグメント（１６
）、および前記２つの環状の膨張可能なセグメント（１６）を接続する少なくとも１つの
長さ方向の膨張可能なセグメント（１４）を備える、ステップと、
　収縮状態の前記シース（１０）を体内の望ましい位置まで導入するステップと、
　前記流体を前記膨張可能なチャネル（１２）に注入することにより、前記シース（１０
）を膨張させるステップと、
　前記膨張したシースを通して、少なくとも器具を導入するステップと、
　を備える、方法。
（１８）実施態様１７に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　前記シース（１０）を前記体の前記望ましい位置まで導入するステップの前は、前記シ
ース（１０）が細長い本体部上に位置する、方法。
（１９）実施態様１８に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　前記細長い本体部が、膨張状態の前記シース（１０）の内部横方向の寸法よりも横方向
に小さいため、前記細長い本体部が、前記膨張状態の前記シース（１０）内を延在する、
方法。
（２０）実施態様１７に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　前記シース（１０）を前記体の前記望ましい位置まで導入するステップの前は、前記シ
ース（１０）が内視鏡上に位置する、方法。
（２１）実施態様２０に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　前記内視鏡が、前記膨張状態のシースの内部横方向の寸法よりも横方向に小さいため、
前記内視鏡が、前記膨張状態の前記シース（１０）内を延在する、方法。
（２２）実施態様１７に記載の腔内または腹腔鏡手術中に組織を保護する方法において、
　前記シース（１０）が、食塩水または他の生体適合性の流体によって膨張させられる、
方法。
（２３）実施態様１７に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　前記シース（１０）が、肛門経由で、または経口的に、体の中空器官（１）の望ましい
位置まで導入される、方法。
（２４）実施態様１７に記載の非侵襲性手術中に組織を保護する方法において、
　前記シース（１０）が、前記体から除去される前に収縮させられる、方法。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の膨張状態の保護手段の側面図を示す。
【図２】図１の細部を拡大した斜視図を示す。
【図３】本発明の方法のステップの斜視図であり、保護手段が収縮状態にあり、体の中空
器官内において内視鏡上に位置する状態を示す。
【図４】図３の細部を拡大した斜視図であり、保護手段が膨張している状態を示す。
【図５】保護手段の細部を拡大した斜視図を示す。
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